












はじめに 

近年,自閉症児に対して生化学的研究が重ねられた結果,その病態生理に関して,脳内モノ

アミンとくにセロトニン(5HT)代謝の異常が想定されている。この視床下部 5HT やカテコラ

ミンは視床下部一下垂体一副腎皮質系を介してコルチゾールの分泌に影響を与えているの

で,自閉症児においては,コルチゾール分泌の異常が推測される。また,臨床的にも自閉症児

は睡眠などの日内リズムの異常を示すことが多い。われわれ 1)はすでに,自閉症児を対象

として血液を用いたデキサメサゾン抑制試験(dexamethasone suppression test,以下 DST

)を行い,14例中 7例において,血漿コルチゾールの分泌が抑制されず,いわゆる nonsuppre

ssor を示すことを報告した。 

さて,最近,検体の採取が簡便であり,同時に被検者に対して侵襲の少ない唾液中コルチゾ

ール濃度の測定が可能となっている。 

そこで,まず,健康成人や健康小児を対象として,唾液中コルチゾール濃度の日内変動や DS

T に対する反応を調べ,また,健康成人の血漿中と唾液中のコルチゾール濃度の間の相関関

係を調べ,唾液中コルチゾール濃度を測定する臨床的意義について検討した。 

次に,自閉症児を対象として,唾液中コルチゾールの日内変動や DST に対する反応を調べ,

自閉症児の視床下部一下垂体一副腎皮質系の機能異常の有無を検討した。 


